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を中心に、毎回担当職員と内藤さんが

打ち合わせをして決めています。はじ

めは漫画の話をしていたはずなのに、

いつの間にか内藤さんのボランティア

体験談や昔話がはじまるのがいつもの

パターン。ただ、その話の面白いこ

と。気づけばそんなおしゃべりの内容

がそのまま次回の4コマ漫画のテーマ

になることもあるんです。

そうやって作られたVCM通信が今日も

広報誌を手に取ってくださった方の

「ボランティアをやってみたい」の気

持ちを後押ししていることと思いま

す。

VCM通信を彩ってきた90歳の漫画家　　　内藤久満さん　

今回は内藤さん

ご自身をテーマに描いて

いただきました！

【若かりし頃】
東京藝術大学を卒業後、大手自動車メーカーで
カーデザイナーとして活躍。誰もが知るあの名
車のデザインにも携わっていたとか…！
【定年後】
様々なボランティア活動を通して高齢者や
障がい者、外国人など多くの方を支援
【ボランティアセンターとともに】
広報誌で4コマ漫画連載がスタート。正確
な年数は「忘れちゃったよ」と
笑う内藤さんですが、15年以上にわたりボ
ランティアの楽しさを描き続けてくださっ
ています。

内藤さんのあゆみ

内藤さんの最新の活動は内藤さんの最新の活動は
インスタグラムで発信中インスタグラムで発信中

内藤さんの最新の活動は
インスタグラムで発信中

いつも漫画を読んでくれる皆様へ

　私は約30年間ボランティア活動を通じて様々

な方と触れあってきました。そして、気づけば

ボランティアセンターの広報委員になり４コマ

漫画を担当するようになりました。

　高齢者となった今では、体は不自由ですが、

こんな形でボランティア活動に参加出来ている

事を嬉しく思います。

　４コマ漫画を見て笑顔になってくれたら、私

は幸せです。
　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　内藤久満

　　

内藤さんの描く漫画は、ボランティア

センターの事業の紹介やご自身の体験

をテーマに「気軽にボランティアやっ

てみようよ」というメッセージにあふ

れています。

どの作品にも、シンプルな起承転結の

中にクスリと笑える内藤さんらしいユ

ーモアと現役ボランティアとしての視

点がちりばめられています。ボランテ

ィア経験者の方が内藤さんの漫画を読

んだら、きっと「分かる～」という一

コマがあるのではないでしょうか。

漫画のテーマはボランティアセンター

の事業内容やボランティア活動のこと

SPECIAL記事    ～ボランティアさんを紹介します〜

VCM通信を開くと、そこにはいつも

変わらない温かい4コマ漫画があり

ます。作者は、元カーデザイナーの

経歴を持つ90歳の内藤久満さん。

長年、当センターのために筆を振る

い続けてくれています。

今号は、そんな「VCM通信の顔」と

も言える内藤さんへ、感謝を込めて

ご紹介します。

4コマで紡ぐボランティアの日常

な い と う ひ さ み つ

漫画を執筆する内藤さん

ペンを握る表情は真剣そのもの

イラスト　VCM広報委員
　      内藤久満

2010年6月号の
１コマ

４コマ漫画

★私のボランティア★

３

内藤さんのイラスト



VCM活動報告 新名称！「お父さん」から「みんな」へ！
生まれ変わった『地域デビュー』がスタート

第1回「地域デビューむさしの」を開催しました

平成12年から25年間続いた「お父さんお帰りなさいパーテ

ィ（通称おとぱ）」が、この度「地域デビューむさしの」と名称を

変えて、記念すべき第1回を開催いたしました。

当日は一般の参加者や地域団体のご参加があり、総勢90

名ほどの参加があり大盛況のイベントとなりました。

本誌ではこのイベントの裏側の様子を少しだけお伝えしたい

と思います。

　イベント当日の様子は市民社協の広報紙「ふ

　れあい」4月号の4面に掲載しています。右記

　の二次元コードからもお読みいただけます。

【ここだけの裏話】「おとぱ」名称変更に至るまで

とは言え、25年間続いてきた「お父さんお帰りなさいパー

ティ」という名称を変更することは簡単なことではありませ

んでした。

名称の変更について、地域のボランティアからなるプロジ

ェクトメンバー（当時の“おとぱプロジェクト”）が毎月集ま

って会議の中で話し合いを重ねてきました。

何度も検討をして、最終的には「誰もが地域で活躍でき

るように」という願いを込めて名称を「地域デビューむさし

の」と変更するに至りました。

正式に新しい名称に変更されたのが、なんと令和7年の

8月のこと。今年度のイベント当日まで残り半年しかありま

せん。それからは急ピッチで当日の内容の検討や会場の

手配、広報物の作成などに追われる日々となりました。

プロジェクトメンバー一人一人がチラシ・ポスターを手に

地域を走り回り、知り合いに声をかけたり、お店や施設に

広報の協力を呼び掛けてくれました。

その甲斐あって、イベントの参加の募集を始めてからは

毎日参加の申し込みが増えていき、イベント当日の朝ま

で参加者が増え続けました。

イベント参加者からは「名称が変わったことで参加して

みようと思った」というお声もいただくことができました。

まだまだ馴染みが薄い「地域デビューむさしの」という名

前が皆さんにより認知してもらえるよう、来年度もこのイ

ベントを盛り上げていきます。

地域デビューむさしの茶話会を開催しました！

3月14日にイベント参加者とプ

ロジェクトメンバーの交流を目

的に茶話会を開催しました。

2月のイベントとは違いリラック

スした雰囲気の中、和気あいあ

いとした会になりました。

退職の６５歳を前に地域でのつながりも大事だと思い、昨年２月「おとぱ」への初参加

をきっかけにVCM運営委員に参加し、関心あるおとぱプロジェクト（ＰＪ）のメンバー
になりました。会議の中ではイベントのコンセプト・対象者・訴求点・広告・集客・当

日運営などを議論し、名称も「地域デビューむさしの」に改まり、人生１００年時代の

ライフシフトを考え、地域での自分探し、はじめの一歩となるイベントとなったように

思います。当日は総勢90名となり、第一部では情報提供に続き、「働く・学ぶ・趣味・
地域活動」の４名のパネリストが活動のきっかけ・やりがいを熱く語っていました。第

二部ではテーマに分かれて参加者と語り合ったり、参加団体のＰＲタイムなど交流をし

ました。参加者のアンケートでも大半が役に立ったと書いてくださり、はじめの狙いは

達成したように思います。これをきっかけにＶＣＭ仲間の輪を広げていきたいです。

イベント当日舞台上で講演するプロジェクトメンバー

左から、石川さん、匂坂さん、安⽥さん、山崎さん

運営委員の

                 活動日記

北原 譲
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１月17日(土)

実施

３月10日(火)

実施
３月７日(土)

実施

１月17日(土)

実施

３月10日(火)

実施
３月７日(土)

実施
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